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    副校長 木暮恵一郎      

１１月２日、総合的な学習の時間に「Dr.肥沼の偉業を後世に伝える会」の代表塚本回子さんを

お迎えして、市制１００周年記念講演会を本校体育館で行いました。 

八王子で生まれた Dr.肥沼は放射線の研究者として、ドイツのベルリン

大学に留学しました。第二次世界大戦でドイツの敗戦後、多くの留学生

は帰国しましたが、Dr.肥沼は一人、東ドイツのヴリーツェンの町で住民

や戦争難民の治療にあたりました。ヴリーツェンの伝染病予防センター

長となり、当時流行していた伝染病、チフスの治療に自らの命も顧みず、

寝る間も惜しんで治療活動を行い、多くのドイツ人を救いました。しかし、Dr.肥沼自身がそのチ

フスにかかってしまい、３７歳の若さで亡くなってしまいました。 

 

塚本回子さんは、Dr.肥沼の生き方に共感し、生まれ故郷である八王子で Dr.肥沼の偉業を多くの

人に知ってもらいたいと普及活動をされています。何度も現地を訪問し、ヴリーツェンの人たちと

交流を続けました。市制１００周年を迎えた今年、八王子市とヴリーツェン市の間で友好交流協定

が結ばれ、姉妹都市交流がスタートし、放射線通りに Dr.肥沼の顕彰碑が建てられました。塚本さ

んは講演会でDr.肥沼が強く影響を受けたアインシュタイン博士の言葉「誰かのために生きてこそ、

人生には価値がある」を生徒に紹介され、「自分が今出来ることは何か探してみてください。」とそ

の想いを語られました。 

 

Dr.肥沼は人として最高の人間で見習うべき存在であると思う。人に尽

くして、自分に厳しく、人に優しい。そのような人が日本の八王子出身な

ことは栄誉なことで、日本の良いころとして受け継いでいきたい。（3-1

関川智也さん）今まで、Dr.肥沼のことを知らなかったけど、八王子市に

こんなすごい医師がいたことを知って驚いたし、Dr.肥沼の生き方にすご

く感動しました。これからは、親切な心を持って、困っている人を助けよ

うと思いました。（3-2市川達也さん）全校生徒が八王子出身の Dr.肥沼の偉業を知り、人としてど

う生きるべきかを生徒自身が真剣に考える機会となりました。 

 

Dr.肥沼のことがなぜ、今まで日本に伝えられなかったのでしょうか？それは東西冷戦によって、

情報が遮断されていたからです。ベルリンの壁の崩壊後、やっと日本に情報が伝わり、新聞の尋ね

人欄に掲載されたことで、八王子出身の肥沼信次であることが分かったのです。息子の偉業がわか

らないまま亡くなられたご両親はさぞ残念なことだったと思います。戦争に人生を翻弄された Dr.

肥沼の生き様を知り、改めて平和の大切さを実感しました。 

 

 



祝 市制１００周年記念事業 

英語スピーチコンテスト ３位入賞おめでとう！ 

３年２組 松村友結さん 

 先日の朝会でも発表してもらいました、スピーチの全文を紹介します。 

 

“My Treasure- Nature in Hachioji” 

Matsumura Yui 

Nagafusa junior high school 

 

What point do you think is the best in Hachioji? 

         I think its nature is the best point. By only a fifty-minute ride from Shinjuku, 

you can experience this nature. 

         I would like to talk about two beautiful spots in Hachioji.   

First is Mt Takao.  When I was in the second grade in junior high school, I 

went there for the first time with my basketball team and teacher.  We climbed Mt 

Takao as a training exercise.  We ran to the top of the mountain, which took less than 

fifty minutes.  The air was clean.  I think this mountain is good for both training and 

hiking, so this mountain is for everyone.   

I saw Tako-sugi, octopus cedar, there.  The trunk was so thick that four adults 

with arms stretched couldn’t surround it.  Its roots looked like octopus tentacles.  It 

has been there for more than four hundred and fifty years.  Can you imagine it has been 

standing since the Muromachi era? 

The second spot is Asakawa River.  When I visited Asakawa River three years 

ago, I saw a beautiful king fisher.  It was as big as an apple and looked like a blue jewel. 

It would not fly away from a branch in front of me.  King fishers live only by pure water.  

Hachioji city guards the river with reeds without using concrete.  I am proud of the 

pureness of the Asakawa  River.  I believe we have a responsibility to protect nature 

and maintain these beautiful places. 

During the Olympics and the Paralympics in 2020, I wish many people from 

other countries will visit, Mt Takao and Asakawa River in Hachioji. 

 


